
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

2015年 12月24日 2015年を振り返るキーワード 「新興国通貨」の下落（グローバル) 
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米利上げ、中国懸念、原油安から米ドル以外は対円で下落 

主要通貨は方向感に乏しく、新興国通貨は高金利が下支え 

■米ドルの対円レートは、年前半は、堅調な景気を背

景に利上げ開始が意識され概ね堅調に推移、6月

に125円台まで上昇しました。 

■年後半は、中国の景気減速や人民元の切り下げな

どから世界同時株安、いわゆる「チャイナショック」が発

生、リスク回避の動きもあり円安の動きが止まり、年

末は前年末並みの120円近辺になりました。 

■ユーロの対円レートは、欧州中央銀行の量的金融

緩和策の導入（3月からの開始を1月に発表）を

受けて下落し、その後は金融政策の方向性が日欧

で同じだったため、方向感のない展開になりました。 

米ドル円は前年末並み 
量的緩和策拡大でユーロは下落 

■豪ドルは、2月と5月の利下げ、資源価格の下落、

「チャイナショック」などから年初から9月まで下落傾向

となりました。足元では、雇用や消費の堅調さから追

加利下げ観測が薄れ、底堅い推移となっています。 

■新興国通貨は、「チャイナショック」、米国の利上げ観

測（12月に実施）などから前年末比下落となりま

した。ブラジル、南アフリカ、ロシアなどの資源国通貨

は、比較的大きく下落しました。一方、資源輸入国

のインドは、対外収支の改善傾向や物価の安定か

ら通貨の下落が比較的小幅となりました。 

原油・資源安も影響 
資源輸出国の通貨が大幅下落 

2015年の振り返り（為替市場） 

■2016年は、米国での緩やかな利上げが織り込まれ

ていると見られることや日欧の金融政策の方向性が

同じことなどから、主要通貨は方向感のない推移と

なりそうです。豪ドルや新興国通貨は中国景気や 

   資源価格に左右される展開になると思われます。 

■新興国通貨は、米国の利上げ、原油安、中国景

気への懸念などから下押し圧力を受けやすく、中央

銀行の利上げなどが下支えになると見られます。そう

したなか、インドは物価や政治の安定が見込まれ、 

   ルピーが比較的底堅く推移しそうです。 

（注）データは2014年12月末から2015年12月28日までの対円変化率。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【米ドル、ユーロの対円レート】 

（注）データは2015年1月1日～2015年12月28日。 
     グラフ上の数値は2015年12月28日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【対円レートの変化率】 
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